
は
じ
め
に
―
近
世
都
市
堺
の
研
究
史
整
理
と
課
題
―

地
域
に
お
け
る
中
核
都
市
の
役
割
、
諸
商
売
の
成
立
と
展
開
、
こ
の
よ
う
な
論
点
は
日
本
近
世
史
研
究
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

こ
れ
を
近
世
都
市
・
堺
と
関
係
す
る
地
域
に
お
い
て
解
明
を
試
み
る
の
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
堺
の
研
究
は
、『
堺
市
史
』
全
八
巻
（
昭
和
六
・
一
九
三
一
年
完
結
）
の
編
纂
を
端
緒
と
し
て
戦
前
か
ら
数
々
の
成
果
を
生

み
出
し
た
。
こ
の
編
纂
で
監
修
者
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
三
浦
周
行
は
、
自
ら
執
筆
を
手
掛
け
た
第
一
巻
、
第
二
巻
で
得
た
事
象
か

ら
、
堺
の
具
体
的
な
実
証
研
究
を
行
っ
た
（
１
）。
中
世
都
市
の
発
達
、
自
治
都
市
論
、
糸
割
符
商
人
の
活
躍
な
ど
、
現
在
の
都
市
・
堺
の
イ
メ
ー
ジ

は
こ
の
三
浦
を
始
め
と
す
る
戦
前
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
精
緻
な
も
の
で
現
在
の
研
究
水
準
に
お
い
て

も
重
要
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
堺
研
究
は
、
商
業
史
研
究
の
ほ
か
に
、
畿
内
先
進
地
帯
の
研
究
深
化
か
ら
堺
周
辺
農
村
の
分
析
が
大
き
な
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
。
戦
後
の
市
町
村
合
併
を
経
て
新
た
に
編
ま
れ
た
『
堺
市
史
続
編
』
全
六
巻
（
昭
和
五
一
・
一
九
七
六
年
完
結
）
で
は
、
旧
農
村
地
域
に

主
眼
が
置
か
れ
た
叙
述
が
行
わ
れ
た
た
め
、
旧
市
街
地
の
研
究
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
最
近
、『
続
編
』
の
編
纂
主
任
を
務
め
、

戦
後
の
近
世
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
朝
尾
直
弘
な
ど
に
よ
っ
て
手
掛
け
ら
れ
た
『
堺
の
歴
史
』
が
出
版
さ
れ
た
（
２
）。
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
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堺
商
人
・
小
西
家
と
伊
勢
湾
―
「
貝
屋
」
経
営
と
地
域
間
流
通
―

荒
　
武
　
賢
　
一
　
朗



一
　
小
西
家
の
沿
革
と
特
質

１
　
小
西
家
の
沿
革

堺
商
人
で
あ
っ
た
小
西
家
は
、
近
世
前
期
に
糸
割
符
商
人
と
し
て
商
業
活
動
を
行
い
、
そ
の
後
、「
貝
屋
」
へ
の
商
売
替
え
を
経
て
幕
末
維

新
期
を
迎
え
て
い
る
。
今
回
、
同
家
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
堺
市
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
堺
小
西
家
文
書
（
総
点
数
五
八
点
）

を
主
と
し
て
利
用
す
る
。

堺
小
西
家
文
書
は
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
か
ら
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
か
け
て
の
史
料
群
で
あ
る
。
商
業
取
引
関
係
は
ほ
と
ん

ど
が
年
欠
だ
が
、
そ
の
内
容
か
ら
近
世
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
史
料
が
多
数
に
の
ぼ
る
。

小
西
家
の
所
在
は
、
堺
市
中
の
宿
屋
町
大
道
（
現
・
宿
屋
町
東
一
丁
・
西
一
丁
付
近
）、
お
よ
び
近
世
後
期
に
は
神
明
町
中
浜
（
現
・
神
明

町
西
一
丁
・
西
二
丁
、
錦
西
小
学
校
付
近
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
４
）。

【
史
料
１
・
小
西
家
文
書
２
】

（
５
）

一
札
之
事

壱
間
者
　
　
其
所
ハ
宿
屋
町
南
横
手
ニ
在
之
候
、
表
七
間
入
九
間

東
隣
ハ
角
屋
理
右
衛
門
、
西
ハ
通
筋
也
、

右
之
家
屋
敷
、
此
度
其
方
御
届
ニ
付
町
中
相
対
之
上
ニ
而
北
横
手
御
幸
道
ニ
在
之
候
、
其
方
所
持
之
屋
敷
表
四
間
半
入
九
間
之
所
と
替
屋

ニ
敷

（
マ
マ
）

致
候
所
実
正
也
、
右
之
為
礼
物
銀
子
九
百
四
拾
四
匁
四
分
六
厘
町
中
江
慥
請
取
申
候
、
此
屋
敷
ニ
付
違
乱
申
者
町
中
ニ
壱
人
も
無
之

候
、
為
後
日
町
中
名
代
月
行
司
并
五
人
組
町
代
判
形
仕
候
所
、
仍
如
件
、

月
行
司
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の
堺
の
歴
史
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
書
籍
で
あ
る
が
、
近
世
の
部
分
に
お
い
て
は
、『
続
編
』
で
得
ら
れ
た
農
村
地
域
の
内
容
が
大
部
分

を
占
め
、「
近
世
都
市
堺
」
の
動
向
に
割
か
れ
た
紙
幅
は
限
ら
れ
て
い
る
。

三
浦
の
研
究
成
果
を
経
て
、
新
た
な
近
世
都
市
堺
の
歴
史
像
を
よ
り
具
体
化
し
た
の
は
、
吉
田
豊
で
あ
る
。
吉
田
は
近
世
の
都
市
製
造
業
、

商
工
業
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、「
産
業
都
市
」、「
工
業
都
市
」
を
提
唱
し
、
堺
研
究
の
新
た
な
境
地
を
開
拓
し
た
と
い
え
よ
う
（
３
）。
し
か
し
、

吉
田
が
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
坂
―
堺
の
盛
衰
論
（
対
抗
論
、
例
え
ば
「
大
坂
の
繁
栄
と
堺
の
衰
勢
」
な
ど
）
を
意
識
し
た
も
の
も
多

く
、
本
来
の
堺
と
は
ど
の
よ
う
な
都
市
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
解
消
で
き
ず
に
い
る
。
む
し
ろ
、
堺
と
は
河
泉
丘
陵
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

諸
地
域
が
全
国
市
場
に
踏
み
出
す
窓
口
的
存
在
で
あ
っ
た
り
、
支
配
機
構
と
の
関
連
で
い
っ
て
も
堺
町
奉
行
所
お
よ
び
政
治
的
諸
機
関
の
拠

点
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
分
析
を
行
い
堺
の
個
性
を
解
き
明
か
す
べ
き
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
大
坂
と
の
比
較

検
討
を
行
う
よ
り
も
堺
が
近
世
を
通
じ
て
商
業
都
市
た
ら
し
め
た
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
問
い
直
し
た
い
。

堺
の
流
通
史
的
研
究
は
、
考
古
学
の
成
果
で
重
要
な
指
摘
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
先
に
挙
げ
た
研
究
以
外
に
大
き
な
進
展
は
認
め
ら

れ
な
い
。
流
通
史
か
ら
の
視
角
で
解
明
す
る
な
ら
ば
、
①
堺
廻
り
お
よ
び
周
辺
農
村
、
河
泉
丘
陵
地
帯
な
ど
と
の
諸
関
係
、
②
幕
藩
制
市
場

構
造
に
お
け
る
位
置
付
け
、
③
大
坂
周
辺
地
域
、
畿
内
に
お
け
る
商
業
都
市
の
特
質
、
と
い
っ
た
三
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

本
稿
の
具
体
的
課
題
は
、
近
世
期
を
通
じ
て
糸
割
符
・
貝
取
引
な
ど
の
諸
商
売
に
携
わ
っ
た
小
西
家
の
記
録
か
ら
、
堺
に
お
け
る
商
業
・
流

通
の
あ
り
方
、
そ
し
て
堺
―
伊
勢
湾
を
つ
な
ぐ
廻
船
の
動
向
な
ど
に
着
目
し
、
右
に
掲
げ
た
研
究
の
進
展
に
役
立
て
た
い
。
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こ
の
一
覧
の
①
勘
太
郎
・
②
次
郎
兵
衛
は
、
先
に
述
べ
た
元
禄
二
年
の
堺
大
絵
図
に
も
そ
の
名
を
残
し
て
お
り
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
小
西
家
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
今
回
取
り
上
げ
る
小
西
家
の
出
自
は
宿
屋

町
に
集
住
す
る
「
小
西
一
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
よ
う
。

２
　
糸
割
符
商
人
と
し
て
の
小
西
家

近
世
前
期
に
お
け
る
小
西
家
の
生
業
は
糸
割
符
商
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
書
群

の
な
か
で
最
初
に
小
西
家
と
糸
割
符
仲
間
と
の
関
わ
り
を
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
２
・
小
西
家
文
書
９
】

覚

一
三
拾
九
斤
　
　
本
幹
糸
　
　
　
　
小
西
勘
太
郎

又
弐
斤
合
一
七
五
　
御
預
ケ
糸

貞
享
五
年
辰
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
割
符
年
寄
（
印
）

先
述
の
勘
太
郎
が
糸
割
符
仲
間
の
年
寄
か
ら
交
付
さ
れ
た
免
許
状
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
勘
太
郎
が
宿
屋
町
に

居
住
し
、
糸
割
符
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
参
考
と
し
て
次
の
史
料
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

【
史
料
３
・
小
西
家
文
書
４
６
】

覚

一
私
儀
、
古
割
符
筋
目
ニ
而
者
無
御
座
候
、
養
父
小
西
十
右
衛
門

質
物
頂
戴
仕
候
、
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鰯
屋
七
左
衛
門
（
印
）

同
小
西
与
三
兵
衛
（
印
）

元
禄
弐
年
巳
八
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ほ
か
５
名
（
印
）〕

町
代
　
太
兵
衛
（
印
）

小
西
次
郎
兵
衛
殿

当
時
、
小
西
次
郎
兵
衛
が
所
持
し
て
い
た
宿
屋
町
北
横
手
の
屋
敷
と
、
宿
屋
町
中
が
所
有
し
て
い
た
南
横
手
の
屋
敷
と
の
交
換
に
つ
い
て

記
し
た
書
類
で
あ
る
。
町
中
所
有
地
の
方
が
広
い
た
め
、
小
西
家
か
ら
銀
子
が
礼
物
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
。
小
西
家
は
、
元
禄
二
（
一

六
八
九
）
年
段
階
で
は
少
な
く
と
も
宿
屋
町
に
拠
点
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
差
出
人
に
同
姓
の
月
行
司
・
小
西
与
三
兵
衛

と
い
う
名
前
が
あ
る
が
、
元
禄
二
年
の
堺
大
絵
図
に
依
拠
す
れ
ば
町
内
に
は
小
西
次
郎
兵
衛
、
勘
太
郎
、
清
左
衛
門
、
治
右
衛
門
、
宗
恩
な

ど
小
西
姓
を
名
乗
る
商
人
た
ち
が
多
数
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
西
家
文
書
に
お
い
て
、
年
代
の
判
明
す
る
史
料
を
も
と
に
、
当
主
お
よ
び
親
族
と
推
測
さ
れ
る
人
々
の
名
前
を
列
挙
し
て
お
こ
う
（
６
）。

①
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年→

勘
太
郎

②
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年→

次
郎
兵
衛

③
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年→

十
兵
衛

④
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年→

次
郎
右
衛
門

⑤
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年→

徳
次
郎

⑥
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年→

十
次
郎

⑦
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年→

清
右
衛
門
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父
・
酢
屋
治
兵
衛
は
堺
の
惣
年
寄
で
あ
る
と
同
時
に
、「
二
百
斤
、
外
ニ
四
十
斤
御
預
り
糸
、
新
規
年
寄
・
酢
屋
治
兵
衛
」
と
あ
り
、
堺
町
人
、

糸
割
符
商
人
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
次
郎
兵
衛
は
「

屋
太
郎
左
衛
門
聟
」
と
あ
る
。

屋
太
郎
左
衛
門
も
年
寄
で
あ
り
、

酢
屋
と
同
様
、
堺
町
人
の
上
層
ク
ラ
ス
に
位
置
付
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
血
縁
関
係
に
よ
り
、
勘
太
郎
や
次
郎
兵
衛
が
新

規
糸
割
符
商
人
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
小
西
家
の
主
た
る
経
営
基
盤
は
糸
割
符
へ
と
移
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
の
史
料
は
、
小
西
十
兵
衛
が
大
坂
・
南
堀
江
三
丁
目
の
屋
敷
を
落
札
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
４
・
小
西
家
文
書
４
９
】

（
表
）

覚

一
　
金
小
判
三
百
壱
両
弐
朱
　
半
銀
四
匁
三
分
五
厘

右
者
南
堀
江
三
丁
目
表
口
弐
拾
間
・
裏
行
四
拾
間
小
西
小
次
郎
家
屋
敷
入
札
被
　
仰
付
候
処
、
其
方
落
札
家
代
金
ニ
候
、
来
ル
廿
九
日
今
橋

壱
丁
目
平
野
屋
五
兵
衛
包
ニ
而
当
惣
会
所
ヘ
可
被
差
出
候
、
以
上
、

宝
永
三
丙
戌
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
組
惣
会
所
（
印
）

南
堀
江
三
丁
目
小
西
十
兵
衛
殿

（
裏
）

表
書
之
金
子
并
半
銀
共
慥
請
取
候
、
以
上
、

戌
六
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
文
字
屋
三
郎
兵
衛
（
印
）
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一
宿
屋
町
大
道
ニ
表
三
間
半
・
裏
入
弐
拾
壱
間
之
家
屋
敷
所
持
仕
候
、

一
祖
父
小
西
治
郎
兵
衛

御
当
地
ニ
百
（
年
）
程
住
居
仕
候
、

一
惣
年
寄
酢
屋
治
兵
衛
者
実
父
ニ
而
御
座
候
、

一
商
売
長
崎
商
内
仕
候
、

夘
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宿
屋
町
大
道

小
西
勘
太
郎

右
勘
太
郎
申
上
候
通
相
違
無
御
座
候
、

財
預
ケ
銀
之
外
ニ
現
銀

五
人
組

年
寄

こ
れ
は
小
西
勘
太
郎
が
夘
年
（
貞
享
四
・
一
六
八
七
年
）
七
月
に
提
出
し
た
覚
書
で
あ
り
、
小
西
家
の
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
内
容
と

し
て
、
①
勘
太
郎
は
古
割
符
（
古
く
か
ら
の
糸
割
符
商
人
）
の
系
譜
で
は
な
く
惣
年
寄
・
酢
屋
治
兵
衛
の
息
子
で
養
父
・
小
西
為
十
郎
家
に

養
子
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
②
宿
屋
町
大
道
に
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
、
③
小
西
家
は
祖
父
治
郎
兵
衛
の
代
か
ら
宿
屋
町
に

百
年
ほ
ど
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
④
商
売
は
長
崎
交
易
で
あ
る
こ
と
、
の
四
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
勘
太
郎
覚
書
の
内
容
は
、
高
石
屋
通
喬
編
著
『
糸
乱
記
』（
巻
之
四
）

（
７
）
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
に
貞
享
五
年
に
お
け

る
糸
割
符
商
人
の
一
覧
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
西
家
関
係
を
抜
き
書
き
す
る
と
、「
五
十
七
斤
、
外
ニ
十
一
斤
四
分
御
預
り
糸
、
新

規
・
小
西
次
郎
兵
衛
」、「
三
拾
四
斤
、
外
ニ
六
斤
八
分
御
預
り
糸
、
新
規
・
小
西
勘
太
郎
」
と
あ
る
。
勘
太
郎
、
次
郎
兵
衛
は
と
も
に
貞
享

四
年
か
ら
五
年
の
間
に
糸
割
符
商
人
と
な
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、【
史
料
３
】
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
ま
た
、
勘
太
郎
の
実
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存
漸
預
世
話
逼
塞
致
候
而
名
跡
相
続
仕
候
、
依
之
奉
恐
入
候
御
願
御
座
候
得
共
、
頂
戴
仕
来
候
糸
割
符
株
斤
高
之
内
五
拾
弐
斤
半
減
少
被

為
成
下
、
残
ル
十
五
斤
相
続
被
　
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
糸
割
符
之
儀
も
御
取
締
被
　
仰
出
長
く
御
苦
労
被
為
成
下
候
而
、
近
年
之

内
ニ
ハ
割
渡
茂
出
来
仕
候
御
趣
重
畳
難
有
奉
存
候
、
斤
高
之
儀
者
別
而
奉
蒙
　
御
高
恩
候
儀
御
座
候
得
者
、
糸
株
減
少
之
御
願
奉
申
上
候

筈
も
無
御
座
候
得
共
、
前
書
奉
申
上
候
通
借
銀
等
相
嵩
ミ
、
其
上
私
幼
少
ニ
而
極
老
之
祖
父
相
抱
難
渋
至
極
罷
在
、
漸
一
家
共
世
話
ニ
而

乍
逼
塞
家
名
程
相
残
候
仕
合
御
座
候
得
者
、
夥
敷
斤
高
頂
戴
仕
候
儀
茂
当
時
私
之
身
分
ニ
者
不
相
応
之
義
御
座
候
故
、
不
顧
恐
減
少
被
成

下
候
様
奉
願
上
候
仕
合
御
座
候
、
何
卒
私
成
人
之
後
身
上
向
取
直
し
候
品
ニ
も
相
成
候
ハ
ゝ
、
其
節
従
先
祖
被
下
置
候
通
糸
株
斤
高
頂
戴

被
　
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
、
重
畳
難
有
可
奉
存
候
、
右
之
趣
御
願
申
上
度
奉
存
候
得
共
奉
恐
入
候
申
上
事
御
座
候
間
、
何
卒
各
様
御
堅
慮
之

上
宜
敷
被
　
仰
上
被
下
候
様
奉
願
候
、

依
之
以
書
付
御
願
申
上
候
、
以
上
、

天
明
二
寅
年
九
月
　
　
　
　
　
　
宿
屋
町小
西
十
次
郎

幼
少
ニ
付
代
判

小
西
和
助
印

右
十
次
郎
御
願
申
上
候
ニ
付
奥
印
仕
候
、
以
上
、

年
寄小
西
作
右
衛
門
印

糸
割
符
御
年
寄
御
衆
中

天
明
二
年
九
月
、
父
・
小
十
郎
の
病
死
に
よ
り
、
幼
少
の
当
主
・
十
次
郎
が
亡
父
の
所
持
し
て
い
た
糸
割
符
株
相
続
に
関
し
て
糸
割
符
年

寄
中
に
提
出
し
た
願
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
十
郎
は
株
を
六
十
七
斤
半
所
有
し
て
い
た
が
、
存
生
中
か
ら
商
売
は
下
向
き
で
経
営

状
況
は
極
め
て
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
名
跡
・
十
次
郎
は
、
家
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
六
十
七
斤
半
の
う
ち
十
五
斤
の

み
を
相
続
し
た
い
旨
を
申
し
述
べ
て
い
る
。
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屋
又
兵
衛
（
印
）

こ
の
南
堀
江
三
丁
目
の
屋
敷
は
、
も
と
小
西
小
次
郎
な
る
人
物
の
所
有
で
、
そ
れ
を
十
兵
衛
が
入
札
を
経
て
右
の
金
額
で
落
札
し
た
も
の

で
あ
る
。
小
次
郎
と
十
兵
衛
の
関
係
、
ま
た
十
兵
衛
は
こ
の
落
札
の
前
に
南
堀
江
三
丁
目
に
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

南
堀
江
三
丁
目
は
商
人
が
多
数
居
住
し
て
い
る
町
で
、
と
く
に
藍
玉
商
人
が
多
か
っ
た
土
地
柄
で
あ
る
。
十
兵
衛
が
大
坂
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
流
通
拠
点
に
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
商
業
、
流
通
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
小
西
家
文
書
か
ら
判
明
す
る
事
実
の
な
か
で
、
大
坂
に
商
売
上
の
拠
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
右
の

史
料
の
み
で
、
十
兵
衛
が
堺
か
ら
大
坂
へ
移
住
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
南
堀
江
三
丁
目
の
屋
敷
は
小
西
家
の
出
店
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。糸

割
符
株
を
有
し
て
い
た
小
西
家
は
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
に
な
り
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。

【
史
料
５
・
小
西
家
文
書
５
６
】

乍
憚
以
書
付
御
願
奉
申
上
候

宿
屋
町
小
西
小
十
郎
病
死
仕

名
跡
忰

十
次
郎

幼
少
ニ
付
代
判小
西
和
助

一
私
親
小
十
郎
義
、
糸
割
符
株
六
拾
七
斤
半
頂
戴
仕
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
処
小
十
郎
義
、
当
五
月
九
日
病
死
仕
早
速
名
跡
相
続
可
仕
処
、

小
十
郎
存
生
中

身
上
不
如
意
ニ
罷
在
、
死
後
ニ
至
一
向
取
続
も
難
相
成
家
屋
敷
沽
却
茂
可
仕
之
処
御
家
名
断
絶
致
候
段
、
一
家
共
残
念
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同
　
町
家
持小

西
与
三
兵
衛

六
拾
五
歳

二
代
商
売
仕
候

同
　
町
家
持小

西
清
左
衛
門

四
拾
壹
歳

二
代
商
売
仕
候

右
三
人
先
祖
ヨ
リ
年
久
敷
当
地
ニ
而
薬
種
商
売
仕
、
和
薬
凡
貳
百
余
種
・
唐
薬
凡
三
百
余
種
善
悪
見
覚
罷
在
候
、
生
木
生
艸
ニ
而
見
知

申
候
ハ
少
ク
能
毒
之
儀
者
数
年
手
掛
候
故
粗
承
リ
候
も
御
座
候
得
共
、
此
段
ハ
確
難
申
上
候
右
五
百
余
種
之
内
ニ
も
遠
キ
薬
差
当
り
候

而
者
、
無
覚
束
物
も
可
有
御
座
候
由
申
上
候
、
以
上
、

右
御
書
付
之
通
承
知
仕
候
、
為
其
如
斯
御
座
候
、

享
保
六
年
丑
二
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
弥
左
衛
門
印

小
西
与
三
兵
衛
印

小
西
清
左
衛
門
印

餝
屋
藤
左
衛
門
殿

高
石
屋
四
郎
左
衛
門
殿

銭
屋
平
左
衛
門
殿
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結
果
、
ど
の
よ
う
な
裁
定
と
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
小
西
家
が
糸
割
符
か
ら
手
を
離
し
始
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
糸
割
符
株
減
少
は
、
新
た
な
業
種
へ
の
移
行
を
示
唆
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

３
　
小
西
一
族
と
薬
種
業

中
世
末
期
か
ら
近
世
前
期
に
お
い
て
貿
易
都
市
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
堺
は
、
薬
種
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
糸

割
符
商
い
を
起
点
と
す
る
長
崎
と
の
関
係
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
世
中
期
段
階
ま
で
薬
種
屋
が
活
況
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
デ
ー
タ
が
あ
る
（
８
）。
こ
れ
に
依
拠
す
る
と
、
堺
の
薬
種
屋
は
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
九
四
軒
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
一
一

八
軒
と
、
宝
暦
期
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
地
域
は
、
小
西
家
が
居
を
構
え
る
宿
屋
町
、
神
明

町
、
そ
し
て
北
材
木
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
６
・
堺
市
史
史
料
百
「
薬
種
商
記
録
」】

（
９
）

一
　
餝
屋
藤
左
衛
門
・
高
石
屋
四
郎
左
衛
門
・
銭
屋
平
左
衛
門
・
阿
武
屋
徳
左
衛
門
申
出
候
ハ
、
昨
日
薬
種
屋
之
内
ニ
而
吟
味
仕
候
様
ニ
被

仰
出
、
早
速
神
明
町
・
宿
屋
町
・
北
材
木
町
薬
種
屋
ニ
而
僉
議
仕
候
処
、
唐
和
薬
五
百
種
斗
存
候
者
三
人
在
之
書
付
持
参
左
記
、

薬
種
屋
覚

宿
屋
町
家
持小

西
弥
左
衛
門

六
拾
歳

四
代
商
売
仕
候
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１
　
尾
州
・
下
之
一
色
村
と
の
関
係

ま
ず
、
下
之
一
色
村
商
人
と
の
取
引
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
小
西
家
に
貝
類
を
供
給
し
て
い
る
の
は
、
同
村
の
西
川
屋
作
次
（
作
治
）、

貝
屋
忠
治
、
綿
屋
市
兵
衛
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
下
之
一
色
村
商
人
と
の
関
係
を
順
々
に
紹
介
し
よ
う
。

【
史
料
７
・
小
西
家
文
書
１
９
】

(

封
表)

「
泉
州
堺
神
明
町
中
濱

小
西
清
右
衛
門
様
　
　
　
桑
名

（
印
・
■
■
■
町
・
米
両
替
飛
脚
・
松
屋
吉
兵
衛
）

急
用
書
　
賃
済
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

(

封
裏)

「
大
阪
・
〈
商
標
・
マ
ル
江
〉
・
定
飛
脚
・
江
戸
屋
平
右
衛
門
の
印
あ
り
」

益
御
勇
健
被
遊
御
座
珎
重
御
儀
奉
存
候
、
然
者
此
度
御
荷
物
船
積
仕
候
ニ
付
御
案
内
申
上
候
、

積
附

淡
州国
松
船

十
月
廿
九
日

〈
商
標
・
ヤ
マ
□
〉
百
俵
　
晒
貝

〆
西
川
屋
作
治
殿
荷
物

右
者
尾
張
屋
庄
右
衛
門
殿

御
差
図
ニ
付

運
賃
　
百
拾
五
匁
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阿
武
屋
徳
左
衛
門
殿

右
書
付
ヲ
以
テ
早
速
申
上
候
処
、
三
人
之
薬
種
屋
と
も
召
連
罷
出
候
様
ニ
申
渡
候
事
、

享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
当
時
、
堺
に
お
い
て
薬
種
屋
で
優
れ
た
「
巧
者
」
を
数
名
差
し
出
す
旨
が
命
じ
ら
れ
た
。
惣
年
寄
（
錺
屋
、
高

石
屋
、
銭
屋
、
阿
武
屋
）
は
そ
の
な
か
で
、
宿
屋
町
の
小
西
弥
左
衛
門
、
与
三
兵
衛
、
清
左
衛
門
が
選
ば
れ
、
こ
の
三
人
が
薬
種
仲
間
の
牽

引
役
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
西
家
の
直
接
的
な
検
討
で
は
な
い
が
、
小
西
一
族
が
宿
屋
町
、
神
明
町
な
ど
を
本
拠
と
し
て
商
業
活
動
を
行
っ
て

い
た
こ
と
、
業
種
と
し
て
は
糸
割
符
と
並
び
薬
種
に
精
通
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、『
糸
乱
記
』（
巻
之
四
）
に
「
拾
四
斤
、
外

ニ
弐
斤
八
分
御
預
り
糸
、
新
規
・
小
西
清
左
衛
門
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
糸
割
符
と
薬
種
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
糸
割
符
衰
退
に
よ
る
薬
種
屋
へ
の
業
種
転
換
も
示
唆
さ
れ
る
事
例
と
し
て
注
目
で
き
よ
う
。

二
　
小
西
家
の
貝
取
引
―
伊
勢
湾
沿
岸
産
地
商
人
・
廻
船
問
屋
と
の
関
係
―

近
世
後
期
に
お
け
る
小
西
家
の
主
た
る
生
業
は
「
晒
貝
」
や
「
生
貝
」
な
ど
を
取
り
扱
う
「
貝
屋
」
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
引
内
容

や
商
業
的
諸
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

小
西
家
の
主
た
る
商
品
仕
入
先
は
伊
勢
湾
沿
岸
の
産
地
で
あ
る
尾
張
国
愛
知
郡
下
之
一
色
村
（
現
・
名
古
屋
市
中
川
区
）、
伊
勢
国
桑
名
城

下
・
今
一
色
町
（
現
・
三
重
県
桑
名
市
）
の
二
ヵ
所
に
絞
ら
れ
る
。

両
地
と
も
伊
勢
湾
に
お
け
る
有
数
の
貝
の
産
地
で
あ
り
、
そ
の
流
通
拠
点
で
あ
っ
た
。
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積
附

十
一
月
廿
八
日
　
淡
路
豊
吉
船

〈
商
標
・
ヤ
マ
小
〉
八
拾
俵
　
　
晒
貝

運
賃
弐
百
九
拾
六
匁

為
替
金
六
両
弐
分
弐
朱

三
拾
九
へ

引
合
　
五
匁
三
分

〆
西
川
屋
作
治
殿
分

右
之
通
ニ
積
入
申
候
入
津
之
砌
御
引
合
可
被
下
候
、
以
上
、

寅
十
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
佐
々
部
茂
左
衛
門

小
西
清
右
衛
門
様

こ
れ
も
下
之
一
色
村
・
西
川
屋
か
ら
の
晒
貝
が
小
西
家
へ
搬
送
さ
れ
る
に
際
し
て
、
佐
々
部
か
ら
小
西
清
右
衛
門
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で

あ
る
。【
史
料
７
】
と
記
述
が
異
な
る
の
は
、
廻
船
が
淡
路
・
豊
吉
と
な
っ
て
お
り
、
運
賃
と
と
も
に
為
替
金
の
勘
定
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
差
図
役
の
尾
張
屋
庄
右
衛
門
の
名
前
も
な
い
。
西
川
屋
、
小
西
、
佐
々
部
の
三
者
に
よ
る
晒
貝
取
引
は
、
廻
船
、
代
金
決

済
な
ど
に
融
通
を
持
た
せ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
は
佐
々
部
、
小
西
間
の
や
り
と
り
を
紹
介
し
た
が
、
続
い
て
西
川
屋
、
小
西
間
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た

い
。

【
史
料
９
・
小
西
家
文
書
２
４
】
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〆

右
之
通
積
入
申
候
入
津
之
砌
御
引
合
可
被
下
候
、
以
上
、

十
一
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
部
茂
左
衛
門(

印)

小
西
清
右
衛
門
様

こ
の
史
料
は
、
桑
名
の
廻
船
問
屋
・
佐
々
部
茂
左
衛
門
か
ら
小
西
清
右
衛
門
（
10
）に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
最
初
の
封
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
文
書
の
送
付
に
は
飛
脚
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
廻
船
で
堺
に
到
着
す
る
商
品
と
は
別
に
陸
路
で
届
け
ら
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
小
西

家
が
仕
入
れ
る
商
品
を
船
へ
荷
積
み
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
積
み
入
れ
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
が
関
わ
っ
て
い

る
。こ

こ
で
小
西
家
が
仕
入
れ
る
の
は
、
西
川
屋
作
治
か
ら
の
晒
貝
百
俵
で
あ
り
、
こ
の
荷
物
に
つ
い
て
は
尾
張
屋
庄
右
衛
門
と
い
う
人
物
の

差
配
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
晒
貝
と
は
、
下
之
一
色
村
の
名
物
で
あ
る
装
飾
品
や
和
菓
子
の
器
な
ど
に
利
用
す
る
貝
殻
の
こ
と
を
指
す
。

以
下
で
も
触
れ
る
が
、
下
之
一
色
村
お
よ
び
西
川
屋
か
ら
の
荷
物
の
ほ
と
ん
ど
は
晒
貝
で
あ
る
。
尾
張
屋
庄
右
衛
門
の
差
図
に
つ
い
て
の
詳

細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
の
史
料
に
「
大
坂
」
と
居
所
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
大
坂
在
住
の
商
人
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
か
か
る
運
賃
は
銀
百
十
五
匁
、
そ
の
運
送
を
担
っ
て
い
る
の
は
淡
路
国
・
国
松
と
い
う
船
頭
の
廻
船
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
尾
張
と
堺
の
間
で
取
引
さ
れ
る
晒
貝
は
、
桑
名
、
大
坂
、
淡
路
の
関
係
業
者
に
よ
っ
て
円
滑
に
運
送
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。続

い
て
の
史
料
も
西
川
屋
の
取
引
分
に
つ
い
て
の
積
付
案
内
状
で
あ
る
。

【
史
料
８
・
小
西
家
文
書
２
０
】

益
御
勇
健
被
遊
御
座
候
珎
重
御
儀
奉
存
候
、
然
者
此
度
御
荷
物
船
積
仕
候
ニ
付
、
御
案
内
申
上
候
、
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担
っ
て
い
た
こ
と
は
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
為
替
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
西
川
屋
か
ら
小
西
家
に
宛
て
ら
れ
た
口
上
書
が
あ
る
。

【
史
料
１
０
・
小
西
家
文
書
２
９
】

口
上

二
啓
申
上
候
、
金
子
御
出
之
義
ハ
桑
名
佐
々
部
出
ニ
而
者
賃
銭
多
分
相
懸
リ
申
候
、
右
者
桑
名

宮
迄
賃
銭
三
百
八
十
、
宮

持
込
賃
三
百

三
十
弐
文
、
都
合
七
百
十
六
文

（
マ
マ
）

相
懸
リ
申
候
、
重
而
者
宮
宿
小
嶋
権
兵
衛
殿
出
ニ
而
御
差
出
し
被
下
候
得
者
、
賃
銭
余
程
あ
り
相
届
キ
申
候

間
、
左
様
ニ
御
承
引
可
被
下
御
願
申
上
候
、
已
上
、

三
月
廿
日

西
作
（
西
川
屋
作
次
）

小
西
様

金
子
御
出
（
為
替
金
出
金
）
に
つ
い
て
、
佐
々
部
茂
左
衛
門
出
し
で
は
桑
名
、
宮
、
経
由
で
下
之
一
色
に
届
き
、
手
間
賃
が
銭
七
百
文
以

上
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
西
川
屋
は
「
佐
々
部
出
し
」
で
は
な
く
、
宮
宿
の
小
嶋
権
兵
衛
か
ら
の
出
金
に

し
て
ほ
し
い
旨
を
明
言
し
て
い
る
。
単
純
に
計
算
し
て
、「
小
嶋
出
し
」
で
あ
れ
ば
「
佐
々
部
出
し
」
の
銭
三
百
八
十
文
（
桑
名
・
宮
間
の
賃

銭
）
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
半
額
以
下
の
賃
銭
で
賄
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
金
銭
の
関
係
を
含
め
、
取
引
全
般
に
お
い
て
両

者
間
で
種
々
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
小
西
家
と
西
川
屋
以
外
の
下
之
一
色
村
商
人
と
の
取
引
の
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

【
史
料
１
１
・
小
西
家
文
書
１
８
】

一
筆
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
砌
ニ
御
座
候
得
共
、
志
以
其
御
地
御
家
内
様
御
揃
益
々
御
壮
栄
ニ
被
遊
御
入
珎
重
之
義
ニ
奉
存
候
、
扨
当
春
者
御
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以
手
紙
啓
上
仕
候
、
追
々
暖
成
之
砌
相
成
候
処
、
弥
々
御
勇
健
ニ
可
被
遊
御
座
候
由
也
奉
賀
上
候
、
然
者
先
月
十
五
日
出
ニ
而
金
子
弐
拾
両

送
リ
被
下
、
三
月
二
日
無
事
着
仕
慥
ニ
落
手
仕
候
、
右
御
案
内
奉
申
上
候
筈
処
積
付
御
案
内
旁
々
可
申
上
候
様
致
居
候
内
、
大
ニ
延
引
失
礼

之
段
御
免
被
下
、
則
此
旨
左
ニ
申
上
候
通
積
入
申
候
、

覚

（
中
略
）
〆
百
俵
也

為
替
金
五
両
也

取
合
也

右
之
通
積
入
申
候
間
無
事
着
岸
之
処
、
改
御
入
手
之
趣
、
尚
又
別
紙
積
付
之
通
差
上
申
候
、
則
貝
屋
源
助
出
為
替
金
拾
両
付
ニ
而
積
入
申
候

処
不
渡
リ
之
由
ニ
御
座
候
間
、
頃
日
御
遣
候
金
弐
十
両
之
内
ニ
而
源
助
方
ヘ
相
渡
可
申
候
哉
一
応
御
調
奉
申
上
候
、
乍
併
跡

金
子
遣
候
様

ニ
而
佐
々
部
方
申
聞
候
由
、
何
分
此
度
者
私
方
ニ
取
計
可
申
候
処
、
其
内
為
替
相
渡
し
候
得
共
早
速
御
案
内
可
申
上
候
、
先
者
積
入
御
案
内

迄
如
斯
御
座
候
、
早
々
以
上
、

三
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
屋作
二

小
西
清
右
衛
門
様

こ
の
書
状
の
内
容
は
、
①
小
西
家
か
ら
送
ら
れ
た
金
子
二
十
両
を
西
川
屋
が
無
事
に
落
手
し
た
こ
と
、
②
晒
貝
百
俵
の
積
み
入
れ
、
③
貝

屋
源
助
に
対
す
る
為
替
金
十
両
が
不
渡
り
の
た
め
西
川
屋
が
落
手
し
た
二
十
両
の
う
ち
か
ら
渡
し
た
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。
貝
屋
源
助
は

下
之
一
色
村
の
者
で
、
西
川
屋
と
同
業
種
も
し
く
は
小
西
家
、
西
川
屋
と
取
引
関
係
に
あ
る
貝
取
引
商
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
為
替

に
よ
る
決
済
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
が
、
小
西
家
と
西
川
屋
の
関
係
に
お
い
て
預
り
金
の
差
配
な
ど
を
西
川
屋
が
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綿
屋市
兵
衛

(

印
・
〈
商
標
・
マ
ル
市
〉
尾
州
・
下
之
一
色
・
綿
屋
市
兵
衛)

小
西
利
右
衛
門
様

こ
れ
は
綿
屋
市
兵
衛
か
ら
小
西
利
右
衛
門
宛
に
出
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。
五
月
十
二
日
に
下
之
一
色
で
積
み
入
れ
た
晒
貝
五
十
俵
に
つ
い

て
の
も
の
で
、
約
三
ヵ
月
後
の
八
月
十
七
日
に
案
内
を
出
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
遅
滞
ぶ
り
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
記
述

か
ら
要
点
を
抜
き
出
す
と
、
①
注
文
を
受
け
た
大
貝
（
晒
貝
）
が
遅
れ
な
が
ら
も
荷
積
み
さ
れ
た
こ
と
、
②
当
地
（
下
之
一
色
）
で
は
諸
物

価
高
騰
で
困
っ
て
お
り
、
小
西
家
へ
売
却
す
べ
き
晒
貝
も
値
上
が
り
し
、
商
品
が
入
手
し
づ
ら
い
こ
と
、
③
今
回
の
代
金
六
両
の
う
ち
、
四

両
は
左
々
部
（
佐
々
部
）
に
て
為
替
受
取
、
残
り
二
両
は
西
川
屋
か
ら
受
け
取
っ
た
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。

①
と
②
は
関
連
づ
け
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
下
之
一
色
に
お
い
て
諸
物
価
が
大
高
値
と
な
り
、
晒
貝
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
原

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
綿
屋
が
代
金
に
つ
い
て
「
直
段
大
キ
く
恐
悦
仕
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
史
料
の
な
か

で
も
五
十
俵
で
金
六
両
は
割
高
の
部
類
に
属
す
る
。
③
に
つ
い
て
は
先
述
の
為
替
決
済
に
関
わ
る
が
、
代
金
を
佐
々
部
に
よ
る
為
替
と
、
西

川
屋
か
ら
の
受
取
に
分
け
て
い
る
。
な
ぜ
、
二
手
に
分
け
て
代
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
下
之
一
色
に
お

け
る
代
金
の
決
済
に
つ
い
て
は
佐
々
部
と
西
川
屋
が
関
与
し
て
お
り
、
と
く
に
西
川
屋
は
小
西
家
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

証
明
で
き
よ
う
。

西
川
屋
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
か
ら
も
断
片
的
な
が
ら
内
容
を
知
り
う
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
史
料
１
２
・
小
西
家
文
書
２
８
】

（
封
筒
）「
従
尾
州
　
賃
済
」

「
泉
州
堺
明マ

神マ

丁
浜
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光
来
被
下
忝
奉
存
候
、
其
砌
者
何
之
風
情
も
無
之
御
気
之
毒
ニ
奉
存
候
、
且
其
砌
御
注
文
之
品
段
々
莚マ
マ

引
ニ
相
成
候
得
共
、
五
月
上
旬
ニ
大

貝
相
中
寄
合
ニ
て
五
拾
俵
御
積
入
奉
申
上
候
得
ハ
、
定
而
無
事
着
仕
リ
置
御
入
手
被
成
下
候
与
奉
存
候
、
荷
積
ニ
付
御
案
内
早
速
申
上
候
筈

之
処
ぶ
れ
い
仕
莚
引
之
段
御
書
差
出
、
則
此
度
別
紙
ニ
入
付
書
相
認
メ
奉
御
礼
入
候
間
御
入
帳
以
上
、

且
御
地
者
如
何
ニ
御
座
候
哉
、
当
地
者
何
ニ
よ
ら
す
諸
品
大
高
直
ニ
て
困
リ
入
申
候
、
晒
貝
之
義
も
直
段
大
キ
く
恐
悦
仕
候
得
共
、
代
呂
も

の
兎
角
払
底
ニ
て
困
リ
入
申
候
、
又
々
御
入
用
之
品
御
座
候
得
ハ
早
便
ニ
て
御
注
文
御
申
越
被
下
御
頼
申
上
候
、
先
者
右
積
付
御
案
内
迄
申

上
度
如
此
ニ
御
座
候
、
早
々
以
上
、

八
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綿
屋市
兵
衛

小
西
利
右
衛
門
様

覚

（
中
略
）
〆
五
拾
俵

一
金
弐
両
也
　
　
西
川
屋

受
取

一
金
四
両
也
　
　
左
々
部
ニ
て
為
替
受
取

右
之
通
ニ
御
座
候
間

御
入
帳
以
上
、

寅
五
月
十
二
日
積
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ま
と
め
て
お
く
。

第
一
に
、
小
西
家
の
晒
貝
の
仕
入
れ
は
、
下
之
一
色
村
と
の
取
引
関
係
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
西
川
屋
作
次
へ
の
依
存
度
は
極

め
て
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
川
屋
は
自
ら
の
商
品
出
荷
も
当
然
な
が
ら
、
他
の
産
地
商
人
へ
の
代
金
支
払
い
な
ど
の
代
行
、
為
替
金

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
進
言
お
よ
び
実
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
小
西
家
の
晒
貝
取
引
に
干
渉
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

【
史
料
１
２
】
の
貝
屋
忠
治
か
ら
の
文
書
で
も
、
西
川
屋
の
動
向
を
他
の
商
家
が
常
に
意
識
し
て
い
る
面
な
ど
も
考
慮
し
て
も
、
自
他
と
も
に

認
め
る
下
之
一
色
村
に
お
け
る
小
西
家
の
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
為
替
金
の
出
金
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
一
連
の
文
書
か
ら
西
川
屋
と
佐
々
部
と
の
主
導
権
争
い
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い

る
。
小
西
家
に
対
し
て
、
西
川
屋
が
宮
宿
の
小
嶋
を
紹
介
し
た
り
、
佐
々
部
が
西
川
屋
の
「
為
替
な
し
」
荷
物
に
難
色
を
示
す
な
ど
、
両
者

は
産
地
商
人
と
廻
船
問
屋
の
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
代
金
決
済
の
部
分
に
お
い
て
お
互
い
の
主
張
を
押
し
通
す
べ
く
対
抗
関
係
へ
発
展
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
商
品
流
通
に
関
す
る
各
業
者
間
の
協
力
や
摩
擦
は
今
後
も
さ
ら
に
深
め
る
べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
。

２
　
桑
名
・
今
一
色
町
と
の
取
引

尾
張
・
下
之
一
色
村
と
並
び
、
小
西
家
の
貝
取
引
に
欠
か
せ
な
い
存
在
が
桑
名
の
今
一
色
町
商
人
で
あ
る
。
下
之
一
色
村
か
ら
の
商
品
輸

送
を
担
っ
て
い
た
廻
船
問
屋
・
佐
々
部
茂
左
衛
門
も
こ
の
今
一
色
町
に
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
地
名
の
由
来
は
、
漁
業
・
船
運
関
係
者
が
多

く
居
住
し
、
と
く
に
貝
を
扱
う
業
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
同
じ
く
貝
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
勢
二
見
郷
の
今
一
色
に
ち
な
ん
で
付
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

小
西
家
が
今
一
色
町
か
ら
仕
入
れ
る
貝
は
晒
貝
で
は
な
く
、
生
貝
の
類
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
生
貝
を
供
給
す
る
の
は
志
賀
屋

九
八
（
久
八
）
と
い
う
商
人
で
、
今
一
色
町
か
ら
小
西
家
へ
の
商
品
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
。
小
西
家
と
志
賀
屋
の
関
係
に
つ
い
て
、

169

小
西
清
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
屋

急
用
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
治(

印)

」

一
筆
啓
上
仕
候
、
甚
寒
之
砌
御
座
候
へ
と
も
益
御
家
内
様
御
建
勝
ニ
被
遊
御
座
目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
然
ハ
先
達
而
西
川
屋
様
江
仕
切
覚
ヲ

も
つ
て
御
頼
申
上
候
処
為
替
な
し
積
入
候
様
被
聞
申
、
下
拙
共
甚
迷
惑
仕
候
処
、
頃
日
佐
々
部
方

荷
物
如
何
い
た
し
候
哉
と
申
来
リ
候
ヘ

バ
、
同
人
西
川
屋
江
小
西
様
行
之
荷
物
ハ
為
替
な
し
ニ
而
ハ
迷
惑
之
由
申
上
候
ヘ
バ
、
西
川
屋
積
ハ
此
度
之
荷
物
為
替
な
し
ニ
積
入
候
間
、

下
拙
共
之
荷
物
ハ
為
替
付
ニ
而
も
し
さ
い
無
御
座
様
被
聞
申
候
間
早
船
江
積
入
可
申
候
間
、
此
段
御
承
知
可
被
下
候
、
残
金
之
処
者
早
速
相

下
シ
奉
願
上
候
、
又
々
来
春
ハ
御
用
多
分
被
仰
付
奉
願
上
候
、
先
者
右
申
上
度
如
斯
ニ
御
座
候
、
早
々
以
上
、

貝
屋

十
二
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
治(

印)

同
半
兵
衛

(

印
・
尾
州
・
下
一
色
・
貝
半)

小
西
清
右
衛
門
様貴
下

こ
の
史
料
は
【
史
料
１
０
】
な
ど
に
も
関
係
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
為
替
の
有
無
」
に
つ
い
て
貝
屋
忠
治
、
半
兵
衛
が
小
西
家
に
対
し

て
申
し
述
べ
た
用
書
で
あ
る
。
西
川
屋
は
こ
の
段
階
で
小
西
行
の
荷
物
は
「
為
替
な
し
」
で
積
み
入
れ
を
行
う
こ
と
を
言
明
し
、
貝
屋
は

「
為
替
付
き
」
で
荷
積
み
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
決
済
仕
法
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
西
川
屋
分
の
為
替
な
し
に
つ

い
て
は
佐
々
部
側
が
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
も
同
時
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
一
連
の
史
料
は
年
号
記
載
が
な
い
た
め
、
年
代
の
特
定
が
難
し
い
が
、
記
載
の
内
容
な
ど
か
ら
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
の

史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
下
之
一
色
と
小
西
家
の
取
引
関
係
か
ら
い
く
つ
か
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
れ
を
簡
潔
に
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【
史
料
１
４
・
小
西
家
文
書
２
６
】

益
々
安
誕
奉
願
上
候
、
然
者

十
月
十
九
日
　
　
秀
蔵
船

無
印
八
拾
俵
　
　
生
貝

運
賃
七
拾
弐
匁

為
替
弐
両
也

差
引
弐
匁

別
段
ま
し運

賃
銭
六
百
文

志
賀
屋
九
八
殿
分

右
之
通
積
入
申
候
、
以
上
、

十
月
廿
五
日
　
佐
々
部
茂
左
衛
門
（
印
・
桑
名
・
佐
々
部
政
）

泉
州
堺
神
明
中
浜

小
西
清
右
衛
門

(

印)

廻
船
に
つ
い
て
は
秀
蔵
船
と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
に
ど
こ
の
廻
船
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
志
賀
屋
九
八
殿
分
の
積
荷
は
無
印
生

貝
八
十
俵
で
運
賃
、
為
替
な
ど
の
勘
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
ま
し
（
増
し
）
運
賃
」
と
し
て
銭
六
百
文
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
の
史
料
で
も
志
賀
屋
の
荷
物
は
佐
々
部
が
介
在
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
全
面
的
に
志
賀
屋
、
小
西

家
、
佐
々
部
の
三
者
に
よ
る
取
引
・
輸
送
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
一
色
町
と
の
取
引
関
係
に
お
い
て
の
特
徴
を
若
干
記
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
小
西
家
に
対
す
る
積
荷
は
ほ
ぼ
す
べ
て
志
賀
屋
が
取
り
仕

切
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
節
の
西
川
屋
と
は
異
な
り
、
廻
船
問
屋
佐
々
部
と
の
関
係
も
拠
点
が
同
じ
こ
と
も
あ
り
、
良
好
の
よ
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以
下
、
複
数
の
史
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

【
史
料
１
３
・
小
西
家
文
書
３
３
】

御
書
面
被
下
忝
拝
見
仕
候
、
如
仰
甚
寒
之
砌
御
座
候
所
弥
御
安
康
由
可
被
遊
御
自
珎
重
御
儀
奉
存
候
、
先
達
而
御
出
被
下
何
分
風
清マ

マ

無
御
座

候
、
其
砌
生
貝
注
文
被
下
私
方
難
有
仕
合
奉
存
候
、
船
□
と
無
御
座
ゆ
ヘ
延
引
相
成
候
、
此
度
淡
路
豊
吉
船
ヘ
積
入
可
申
候
而
左
様
承
引
被

遊
可
被
下
、
尤
金
三
両
也
、
為
替
ニ
而
積
入
申
候
左
様
思
召
可
被
下
候
、
先
者
右
段
申
上
度
如
此
御
座
候
、
早
々
已
上
、

覚

一
小
貝
お
と
し三
拾
俵

一
生
き
し
　
　
百
俵

〆
百
三
拾
俵
也

内
金
三
両
為
替

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、

十
二
月
廿
二
日
　
　
　
し
が
や
九
八

小
西
清
右
衛
門
様

淡
路
・
豊
吉
の
船
と
は
、【
史
料
８
】
で
西
川
屋
の
晒
貝
が
小
西
家
へ
搬
送
さ
れ
た
際
と
同
じ
船
（
船
頭
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
明

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
志
賀
屋
か
ら
小
西
家
へ
運
ぶ
廻
船
も
佐
々
部
茂
左
衛
門
が
関
わ
っ
て
い
る
。
商
品
は
「
小
貝
お
と
し
」
と
「
生
き
し
」

で
代
金
三
両
は
「
為
替
ニ
而
積
入
」
と
な
っ
て
い
る
。

佐
々
部
茂
左
衛
門
か
ら
小
西
家
へ
の
積
付
案
内
状
に
も
志
賀
屋
九
八
分
の
積
荷
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。
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貝
屋
清
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
良
兵
衛
」

御
書
面
被
下
忝
拝
見
仕
候
、
甚
寒
之
砌
ニ
御
座
候
趣
、
弥
々
御
安
全
ニ
可
被
遊
御
座
珎
重
御
儀
奉
存
候
、
然
ハ
先
達
而
貝
之
儀
御
尋
被
下
候

所
、
早
速
御
返
事
可
申
筈
之
趣
大
井
ニ
延
引
仕
、
直
段
之
趣
何
れ
近
日
之
内
参
上
□
貴
面
迄
直
段
申
付
候
、
ふ
き
か
き
池
か
き
代
呂
物
拝
見

之
上
直
段
申
上
候
、
さ
な
ほ
塩
ふ
き
蛤
、
右
品
大
坂
着
之
十
肴
ニ
付
四
匁
位
ニ
付
積
候
ニ
而
買
入
置
可
被
下
候
、
何
れ
近
々
内
ニ
者
無
間
違

参
上
仕
候
間
、
貴
面
可
被
御
越
可
申
上
候
、
何
れ
貝
入
用
ニ
御
座
候
間
外
方
ヘ
御
咄
被
下
間
敷
候
御
相
談
之
上
此
段
申
請
候
、
先
者
右
申
上

度
早
々
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

十
一
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
屋

貝
屋
清
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

こ
れ
は
河
内
国
石
川
郡
喜
志
村
（
現
・
富
田
林
市
）
の
相
模
屋
か
ら
小
西
清
右
衛
門
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。「
先
達
而
貝
之
儀
御
尋
」

と
あ
り
、
こ
の
書
状
以
前
に
小
西
か
ら
貝
取
引
に
つ
い
て
の
商
談
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
取
引
対
象
と
な
る
商
品
は
「
ふ
き
か
き
池
か
き
」

と
「
さ
な
ほ
塩
ふ
き
蛤
」
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
現
物
を
見
た
う
え
で
値
段
交
渉
を
行
う
と
し
、
後
者
は
大
阪
着
の
十
肴
に
つ
き
約
四

匁
の
見
積
り
が
出
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
相
模
屋
が
値
段
交
渉
や
そ
の
他
取
引
に
関
す
る
商
談
に
つ
い
て
「
近
々
参
上
」
し
て

「
貴
面
（
面
会
）」
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
続
け
て
後
段
に
は
「
外
方
へ
御
咄
」
を
拒
絶
し
て
い
る
点
を
含
め
る
と
、
相
模

屋
の
要
望
と
し
て
、
貝
取
引
は
周
囲
に
漏
れ
る
こ
と
な
く
穏
便
に
事
を
運
び
た
い
と
い
う
意
向
が
働
い
て
い
る
。
周
囲
と
は
、
支
配
領
主
で

あ
る
の
か
、
小
西
家
以
外
の
取
引
先
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
同
業
者
で
あ
る
の
か
、
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
小
西
家
と

相
模
屋
の
関
係
は
オ
ー
プ
ン
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

堺
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
貝
類
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
流
通
し
て
い
っ
た
の
か
は
今
後
の
課
題
に
も
な
る
が
、
右
の
喜
志
村
な
ど
、
堺
に
隣
接

し
て
い
る
河
泉
丘
陵
、
河
内
村
々
は
重
要
な
市
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
村
々
は
商
品
流
通
史
的
に
考
え
て
、
堺
を
物
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う
で
あ
る
。
ま
た
、
下
之
一
色
村
に
も
顔
を
出
し
て
い
た
同
じ
淡
路
廻
船
が
今
一
色
町
の
積
荷
も
運
搬
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

伊
勢
湾
海
運
に
お
け
る
淡
路
廻
船
の
位
置
、
も
し
く
は
堺
を
含
む
近
世
後
期
に
お
け
る
紀
伊
半
島
海
運
の
な
か
で
の
淡
路
廻
船
の
動
向
が
注

目
さ
れ
よ
う
。

商
品
流
通
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
晒
貝
は
下
之
一
色
で
、
生
貝
は
今
一
色
で
、
と
い
う
よ
う
な
区
分
の
う
え
で
小
西
家
は
多
量
の
貝
類
を
入

手
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
晒
貝
の
用
途
が
装
飾
品
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
貝
殻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
小
間
物
な
ど
へ
の
加
工
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
仮
説
と
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
吉
田
豊
が
提
唱
し
た
「
産
業
都
市
」
あ
る
い
は
「
工
業
都
市
」
と
し
て
の
堺
の
イ

メ
ー
ジ
が
合
致
す
る
。
近
世
後
期
に
は
堺
に
お
け
る
加
工
業
の
比
重
が
大
き
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
水
準
が
他
都
市
と
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
参
考
ま
で
に
、
堺
市
中
に
は
蛤
具
屋
な
る
業
種
が
あ
り
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
七

軒
、
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
は
五
軒
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
生
業
の
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
貝
類
を
利
用
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

貝
類
が
な
ぜ
、
大
坂
や
兵
庫
で
は
な
く
、
堺
に
売
却
さ
れ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
小
西
家
と
伊
勢
湾
沿
岸
と
の
信
用
関
係
に
よ
っ
て
取
引

が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
大
坂
や
兵
庫
に
は
な
い
「
加
工
技
術
」
を
堺
が
有
し
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

伊
勢
湾
沿
岸
か
ら
搬
送
さ
れ
た
貝
類
は
、
堺
に
荷
揚
げ
さ
れ
、
小
西
家
の
手
に
よ
っ
て
加
工
、
も
し
く
は
小
西
家
を
介
し
て
堺
の
職
人
た

ち
へ
転
売
さ
れ
た
の
か
。
堺
に
入
っ
て
か
ら
の
商
品
の
行
方
は
ほ
と
ん
ど
掴
め
な
い
が
、
一
点
だ
け
小
西
家
の
貝
類
販
売
に
関
す
る
史
料
が

あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

【
史
料
１
５
・
小
西
家
文
書
３
１
】

「
堺
神
明
町
中
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
喜
子

（
マ
マ
）

相
模
屋
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切
り
を
付
け
、
薬
種
に
精
通
す
る
宿
屋
町
・
小
西
一
族
の
関
係
か
ら
か
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
貝
類
を
仕
入
れ
、「
貝
屋
」
と
し
て
新
た
な
商
売
を

開
拓
し
て
い
っ
た
。
商
業
都
市
と
し
て
の
機
能
低
下
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
諸
商
売
に
よ
っ
て
人
々
を
引
き
付
け
る
町
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
そ
こ
に
は
堺
と
い
う
近
世
都
市
の
活
力
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
下
之
一
色
村
、
今
一
色
町
か
ら
の
貝
取
引
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
含
め
、
詳
細
な
成
果
を
得
た
。
こ
れ
ら

産
地
と
小
西
家
と
の
取
引
は
、
西
川
屋
作
次
の
よ
う
な
産
地
有
力
商
人
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
安
定
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
伊
勢
湾
と
堺
を
結
ぶ
廻
船
に
は
淡
路
廻
船
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
伊
勢
湾
の
貝
類

取
引
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
廻
船
問
屋
・
佐
々
部
茂
左
衛
門
の
大
き
な
存
在
も
見
逃
せ
ず
、
西
川
屋
と
の
為
替
決
済
を
め
ぐ
る
対
立
や
、
産

地
商
人
と
の
関
係
も
詳
細
な
も
の
と
な
っ
た
。
商
業
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
展
開
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

今
後
の
課
題
に
含
め
て
お
き
た
い
。

近
世
堺
の
研
究
は
、
実
際
に
は
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
近
世
か
ら
近
代

へ
の
移
行
段
階
に
つ
い
て
も
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
他
日
を
期
し
た
い
。

註（
１
）
三
浦
周
行
著
・
朝
尾
直
弘
編
『
大
阪
と
堺
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
。

（
２
）
朝
尾
直
弘
ほ
か
著
『
堺
の
歴
史
―
都
市
自
治
の
源
流
―
』
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
。

（
３
）
吉
田
豊
「
堺
と
大
坂
―
江
戸
中
期
の
畿
内
商
工
業
―
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
巨
大
都
市
大
阪
と
摂
河
泉
』
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
な

ど
。
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流
の
窓
口
と
し
て
い
る
傾
向
も
あ
り
、
両
者
（
堺
と
村
々
）
の
密
接
な
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
表
れ
て
い
る
。

最
後
に
小
西
家
の
生
業
と
の
関
わ
り
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
世
前
期
段
階
に
お
い
て
小
西
家
は
糸
割
符
、
長
崎
商
い
に

携
わ
っ
て
お
り
、
次
第
に
そ
の
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
、
新
た
な
世
界
「
貝
商
い
」
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
に
は
、
近
世
中
期
以
降
の
糸
割
符
商
人
の
地
位
低
下
、
長
崎
商
い
の
大
幅
な
減
少
な
ど
、
一
商
家
の
経
営
の
み
な
ら
ず
、
堺
に
お
け
る

都
市
構
造
の
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
付
随
し
た
結
果
で
は
な
い
か
。
そ
の
業
種
転
換
は
、
糸
割
符
時
代
に
身
に
つ
け
た
経
営
感
覚
、
そ

し
て
薬
種
屋
を
営
む
よ
う
な
小
西
一
族
の
人
的
関
係
に
よ
っ
て
「
貝
商
い
」
と
い
う
選
択
を
行
っ
た
よ
う
な
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
目
的
は
、
小
西
家
文
書
を
利
用
し
て
、
近
世
堺
を
取
り
巻
く
歴
史
的
特
質
を
商
品
流
通
、
都
市
を
読
み
解
く
視
点
か
ら
考
察
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
以
下
、
結
論
と
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
糸
割
符
商
人
か
ら
端
を
発
し
た
小
西
家
の
経
営
動
向
、
業
種
転
換
が
断
片
的
な
が
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
近
世
前
期
段
階
で

は
糸
割
符
、
長
崎
商
い
に
従
事
し
て
い
た
小
西
家
は
、
堺
全
体
の
貿
易
関
係
業
種
の
衰
退
と
と
も
に
業
種
転
換
を
行
い
、
近
世
後
期
に
は

「
貝
屋
」
と
し
て
伊
勢
湾
沿
岸
産
地
と
の
取
引
を
活
発
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
明
治
元
年
十
一
月
、
小

西
家
は
米
仲
買
に
「
新
規
加
入
」
し
て
お
り
、
時
勢
を
見
定
め
な
が
ら
再
び
「
転
業
」
し
て
い
る
。

第
二
と
し
て
、
小
西
家
が
こ
の
よ
う
な
転
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
堺
で
生
き
残
っ
て
い
く
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
巷
間
伝

え
ら
れ
る
よ
う
な
「
大
坂
の
繁
昌
、
堺
の
衰
退
」
に
よ
っ
て
堺
商
人
た
ち
は
大
坂
や
そ
の
他
の
都
市
へ
移
動
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
実

際
に
近
代
ま
で
脈
々
と
続
く
堺
商
人
の
系
譜
が
一
方
に
あ
り
、
完
全
に
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
小
西
家
に
つ
い
て
も
糸
割
符
に
見
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（
４
）
小
西
家
は
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
末
ご
ろ
に
は
宿
屋
町
に
居
を
構
え
て
い
た
。
居
宅
は
近
世
中
期
ご
ろ
ま
で
宿
屋
町
大
道
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
の

貝
商
い
で
は
神
明
町
中
浜
に
店
を
構
え
て
い
た
。

（
５
）
堺
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
堺
小
西
家
文
書
を
引
用
す
る
際
、
目
録
の
文
書
番
号
を
付
し
て
い
る
。

（
６
）
ほ
か
に
も
当
主
お
よ
び
親
族
と
推
測
さ
れ
る
人
物
が
史
料
中
に
登
場
す
る
が
、
年
代
の
確
定
で
き
る
も
の
の
み
に
限
定
し
た
。

（
７
）
中
田
易
直
校
訂
『
糸
乱
記
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。
糸
割
符
商
人
に
関
し
て
は
、
中
田
易
直
『
近
世
対
外
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
。

（
８
）
吉
田
豊
「
江
戸
中
期
の
都
市
製
造
業
と
商
品
流
通
」（『
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室
紀
要
』
七
、
一
九
九
〇
年
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
諸
工
商
諸

師
業
種
別
戸
数
」
表
を
引
用
し
た
。

（
９
）
堺
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
堺
市
史
史
料
』
百
。
こ
の
史
料
は
『
堺
市
史
』
第
六
巻
、
一
九
二
九
年
、
八
九
八
〜
八
九
九
頁
に
掲
載
。

（
10
）
佐
々
部
茂
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
曲
田
浩
和
「
元
禄
・
享
保
期
の
尾
張
積
大
坂
行
材
木
輸
送
と
熱
田
船
問
屋
」（
徳
川
林
政
史
研
究
『
研
究
紀
要
』

三
六
、
二
〇
〇
二
年
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）『
桑
名
市
史
』
本
編
、
一
九
五
九
年
。

176


